
第１９回例会報告（１１月１５日）

【 出 席 報 告 】
・会員数 ５８名 ・出席数 ３５名 ・欠席数 ２３名
・当日出席率 ７０．２１％ ・前々回修正出席率 ９５．７４％
＜欠席会員＞檜垣(俊)､檜垣(巧)､飯沼､伊藤､菅､金森､川上､近藤､光宗､越智(節)､尾越､竹田､渡邉(一)､

吉武
〔免除会員〕青野､原(真)､原(竜)､原田､松本､村上(敬)､佐伯､坂本､八木
＜１１／１欠席補填＞(10/23今治南)檜垣(圭)､檜垣(俊)､川上､小堀､小島､近藤､松木､村上(裕)､尾越､

吉武 (11/6IAC)越智(節) (11/5今治北)菅

◇会長報告・村上修三会員のお母様、村上愛子様が、11月11日（火）、83歳にてご逝去されました。
心よりご冥福をお祈り申し上げます。

◇幹事報告・11月10日（土）徳島にて開催されました地区雑誌委員会に、小島雑誌委員長が出席下さい
ました。後ほどご報告して頂きます。

・忘年夜間例会のご案内：12月20日（木）18:30より、今治プラザホテル２階レストランぺぺ
にて。（別宮町1-3-5、TEL:25-2500）出欠を事務局までご連絡下さい。

・３ＲＣ合同新年家族会のご案内：2008年１月20日（日）18:00より、国際ホテル２階クリス
タルホールにおきまして３ＲＣ合同新年家族会を開催します。会費は会員7,000円、ご夫人
5,000円、お子様は無料。多数の皆様のご参加をお待ちしております。

・その他回覧物：第３回今治ゴルフコンペ及び懇親会出欠回覧、他。
◇雑誌委員会報告／小島元信委員長・11月10日、徳島での2670地区雑誌委員会に出席しました。74クラ
ブのうち39クラブが参加し、意見交換しました。「ロータリーの友」は、基礎知識が得られるので、ま
ずは読んで頂くことが大事だと思います。「ロータリージャパン」というホームページにも「ロータリ
ーの友」の記事が出ています。後半は「ロータリーの友」の二神典子編集長の話があり、「幅広い
年代の、いろんな職業の方に読んで頂くので編集に苦労している」と述べていました。

社会奉仕委員会アワー

西条葵コーラス指揮者 秋川 暢宏氏『“千の風になって”によせて』
◆重松宗孝委員長：秋川先生は、テノール歌手秋川雅史さんのお父さんです。1938年に
中国・大連生まれで、1947年壬生川に。高校の音楽教師として今治西高でも教鞭をとり
ました。今治女声合唱団ル・ソレイユや西条葵コーラスなどで指導されています。
◆秋川暢宏氏：20数年前に今治西高に７年間勤め、今治には知り合いがたくさんいらっ
しゃいます。当時野球部は三谷投手を擁し、ブラスバンド部を率いて毎年のように甲子
園に行かせてもらいました。雅史が小学４年のとき２つ違いの兄と共に、公務中とはい
え許しを得て甲子園に連れて行きました。昨年暮れの紅白歌合戦で息子が「千の風にな
って」を歌いましたが、翌１月20日ごろからオリコン１位になりました。私も朝日新聞
１月16日付の「おやじの背中」の欄に出て有名になり、息子は「秋さま」で私は「秋パ
パ」と呼ばれています。３月から全国ツアーが始まり、今日までどの公演も前売り券が
完売しました。すべてのディナーショーも完売です。１年間完売するのは初めてだそう
です。一流ホテルが今年のクリスマスで一番呼びたいのは秋川雅史だということです。
息子は４歳からピアノを学びました。国立音大に進み大学院に２年行き、それから４年間イタリア留

学しました。皆さんは何の苦労もなくこれまで来たと思われますが、並大抵のものではありませんでし
た。東京でのレッスンには一度も飛行機に乗らず、東予港から船で大阪に行き、新幹線に乗り継いで上
京しました。帰りは夜行バスです。学生時代はピアノも自分でアルバイトをして買いました。28歳で帰
国して、年齢制限の35歳までコンクールを受けたいと意思表示をしましたが、仕送りは打ち切りました。
兄は優秀で性格がいいので、息子は劣等感を持っていました。中学３年の時合唱団で自信を持ち、家族
の中で自分のポジションを見つけ目標を決めたようです。紅白歌合戦には私と妻が会場に行きました。
息子はこれまでで一番プレッシャーが掛かったようです。

＜ゲスト＞西条葵コーラス指揮者 秋川 暢宏氏、米山奨学生 ドワン レ ホワイ アンさん
＜来訪ロータリアン＞今治北ＲＣ 森田 博氏、田中 庸介氏

次回例会（１１月２２日）

【 職業奉仕委員会アワー 】
＜会員誕生祝＞ 渡邊 道信氏（１１／２６）横井 和美氏（１１／２８）
＜結婚記念祝＞ 前川 典和氏（１１／２３）越智 節也氏（１１／２５）松本 篤（１１／２８）
＜入会記念祝＞ 越智 務氏（１１／２４）高木 幹男氏（１１／２５）青野 明高（１１／２６）

〔 献立 ： 健寿司 〕
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